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　そこで、本調査のデータを活用した実験的試みとして、まず手始めに 2011 年 11 月に、小
規模ながら聞き取り用の項目をアンケート調査の中に含め、方向性を探ることにした。さら






2.1　調査 1 は 2011 年 11 月に、宮古島市における県立高校 2 校の協力を得て行った、高校生
の言語生活実態調査の一部である。調査はアンケート調査と面接調査を組み合わせたもので
あるが、このうちのアンケート調査の中に本調査で得られた音声データから特徴的音声を含




で筆記するよう指定、片仮名 / 平仮名は自由）、2) 意味を知っているか、について筆記して
もらった。また比較のため、2012 年 3 月に沖縄本島中部の高校の協力を得て、同じ調査項目
についてアンケート調査を実施した。各高校をここでは A 高校、B 高校（以上宮古島市）、C
高校（浦添市）とする 1。3 校併せて 130 名（男子 79 名、女子 51 名）の回答が得られた。
　調査 2 は、調査 1 の結果を踏まえ、規模を少し拡大して音声聞き取りに特化したもので、
同じく本調査のデータより 50 項目を選び、2012 年 3 月に同じく宮古島市の高校で実施した。
50 個の書き取りは通常のアンケート調査と違って生徒にもかなりの負担を強いるものであ
るため、協力者は希望者を募る形で学校側に依頼したところ、17 名（男子 2、女子 15）の協
力を得ることができた。以上 2 つの調査の概要について次項で示す。
2.2　調査項目について
　調査 1 では表 1 に示すような 4 個の語と 1 個の文データを用意した。選択のポイントは標
準語音声との相違の目立つ特徴的音声、即ち、1) 摩擦噪音を伴う中舌母音、2) 子音（[m̩][ɭ] など、




















高等学校（浦添市）の 3 校である。ご協力に対し心より感謝申し上げる。なお、調査 1 は一橋大学社会学部中島ゼミナー
ルに所属する学部生 14 名、及び大学院生 1 名、鹿児島志學館大学学部生 3 名が分担して行った。調査 2 は、中島と本
稿筆者 2 名の大学院生が分担して行った。














































久貝 保良 宮国 来間 伊良部 国仲
頭 ○ － － － ○ ○ 3
肝 ○ － － － ○ ○ 3
サトウキビ ○ ○ － － ○ － 3
息 ○ － － ○ － － 2
稲光 ○ ○ － － － － 2
お前 ○ － － － － ○ 2
鎌 ○ － － － ○ － 2
霧 ○ ○ － － － － 2
こぶし － ○ － － ○ － 2
魚 ○ － － － ○ － 2
人 ○ － － － ○ － 2
みんな ○ － － － ○ － 2
姪 － ○ － － － ○ 2
油味噌 － ○ － － － 1
蟻 － － － － － ○ 1
海 － ○ － － － － 1
鏡 － － － － ○ － 1
口 － － － － － ○ 1
クワズイモ － ○ － － － － 1
子 ○ － － － － － 1
誰も － － ○ － － － 1
月 ○ － － － － － 1
東 ○ － － － － － 1
昼間 ○ － － － － － 1
みんなで － － ○ － － － 1
老人 ○ － － － － － 1















は宮古島市 2 校の生徒の出身地と現居住地の内訳である。県外出身者が宮古 4、伊良部 5、
計 9 名に上っているが、集計からは除外していない。C 高校については別途表 7、表 8 に示
した。
　調査 2
 　調査に協力してくれた高校生は上述の通り計 17 名（1 年生 3 名、2 年生 14 名）、男女内訳
は女子 15 名、男子 2 名である。出身地は宮古島島内 14 名（伊良部島出身者はなし）、沖縄
県外が 3 名（鹿児島、愛知、東京）である。現在の居住地は全員が宮古島島内で、うち平良
地区（下里、西里、東仲宗根などを含む）が 12 名を占め、残りは久貝 2 名、砂川 1 名、城
辺 1 名、不明 1 名である。島外居住経験者のうち 12 名が宮古島居住年数 16 年以上だが、残
りの 5 名の中には 5 年以下という者も 2 名いた。通常のクラスを対象とした調査でも、この
ように生え抜きと見なせる生徒のみでない状況は同じであることから、敢えて調査対象を区
別しないことにした。両親についてはともに宮古島島内出身であるものが 11 名、どちらか








　男女 Ａ高校 Ｂ高校 C 高校 計
男子 20 21 38 79
女子 27 9 15 51
　計 47 30 53 130
表 5　出身地（A 高校・B 高校）
Ａ高校 Ｂ高校 計
宮古群島内 41 23 64
沖 縄 県 内 2 2 4
県　　外 4 5 9
計 47 30 77
表 6　現在の居住地（A 高校・B 高校）
Ａ高校 Ｂ高校 計
平良 36 1 37
城辺 4 0 4
上野 3 0 3
下地 2 0 2
佐良浜 0 13 13
伊良部 0 10 10
不明 2 6 8
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　回答のあった 121 名のうち、語頭に「カ」3 以外を選んだのは 12 名のみで（表 9）、残りは
全員「カ」で始めており、さらにその半数以上が「カナマ」まで音源に一致する。そこでま
ずこの「カナマ」まで一致する回答について、その次にどのような表記が選ばれているかを
見てみた（表 10）。最も多いのは母音で、成節的 l を反映したかと思われる「ル」は全体で






















計 7 5 12
表 10　「カナマ」の後に何を書いたか
カナマ + イ ウ エ ズ ル ア / ー ヌ ン なし
A 高校 6 5 1 3 3 ― 2 3 2
Ｂ高校 22 3 ― ― ― 2 ― ― ―
Ｃ高校 ― ― 1 ― 2 1 ― 2 1
計 29 8 2 3 5 3 2 5 3 59
表 11　「カナ X」の後に何を書いたか
                                      （X は任意の 1、もしくは 2 文字）
カナ X + ン イ エ リ ア
A 高校 6 3 2 2 1
Ｂ高校 ― 1 ― ― ―
Ｃ高校 15 ― 1 ― 1




































た 2 文字型の回答（75 名）であるが、そのうち語末の鼻音が「ム」など M5 のものはわずか
6 名で、3 校ともに「ヌ」や「ン」が多く選ばれている。即ち、語末の -m についての認識が
5　語末の鼻音について細かい違いをまとめ、ヌ、ンなどを N、ムや小さく書かれたムなどを M のように大文字で大ま
かに示す。
表 14　意味理解と形の関係（正解者の表記）
「頭」 カナマイ カナムアイ カナマウ / ゥ カナマル カナム
A 高校 2 ― 1 1 1









Ａ高校 9 38 47
Ｂ高校 ― 29 29
Ｃ高校 20 25 45
計 29 92 121
表 16　「肝」：クの後の摩擦噪音の反映と見られる表記
ス セ ツ 計
Ａ高校 9 ― ― 9
Ｂ高校 ― ― ― 0
Ｃ高校 18 1 1 20
計 29 1 1 31
表 17　摩擦噪音の反映とみられる要素のないもの
2 文字型 その他 計
末鼻音 計 KNC KNN KvN
Ａ高校
N 28 5 3 2 38
M 2 ― ― ― 2
Ｂ高校
N 24 3 ― 0 27
M 0 ― ― ― 0
Ｃ高校
N 17 3 ― ― 20
M 4 1 ― ― 5
　　計 75 12 3 2 92






3 文字型 その他 計
末鼻音 計 KSNC KSNv ＊ KSNN NKSN
Ａ高校
N 6 ― ― ― 1 7
M ― ― ― ― ― 0
Ｂ高校
N ― 1 ― ― ― 1
M 0 ― ― ― ― 0
Ｃ高校
N 10 ― ― ― ― 10
M 8 1 1 1 ― 11
　　計 24 1 1 1 0 27
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低いか、もしくは方言音声として知ってはいても表記には N 系を選んでいるのかもしれない。
一方摩擦噪音の反映とみられる要素のあるもの 27 回答のうち最も多いのは 3 文字型の 24 名












回答のうち 96 名が語頭に「ミ」を選んでいるが、「ニ」も 27 名あった。ただしこれら以外
のものも、「びんず」1 例を除いて「みゅんず」「ネンムズ」のように鼻音を用いている。ま
た語末には「ツ」の 2 例を除きすべてで「ズ」が使われている。このように「ミ / ニ　ズ」
という構造が大勢を占めるので、この中で元の成節的 m の位置にどのような文字が挿入さ
れているかを見てみる。「ミ」で始まるもの、「ニ」で始まるものそれぞれ別にまとめたもの
が表 19、表 20 である。いずれも「ン」が圧倒的に多く、成節的 m を反映したとみられる「ム」
はわずかである。しかもここでも敢えて選んだのは沖縄本島の高校生のほうが多い。摩擦噪
音を伴う中舌母音に比べて成節的子音 m, l などは、それ自体は外国語の音にも慣れている現
表 19　語頭が「ニ」で始まるもの
語中はどんな形をしているか
ン ンッ ンム ム 計
Ａ高校 8 1 1 1 11
Ｂ高校 ― ― ― ― 0
Ｃ高校 9 ― 5 2 16
計 17 1 6 3 27
例 ニンズ にんっず ニンムズ ニムズ
表 20　語頭が「ミ」で始まるもの
語中はどんな形をしているか
ン ンッ ンム ウン ム ミ ニ ンムン なし 計
Ａ高校 32 ― 2 1 ― 1 ― ― ― 36
Ｂ高校 28 1 ― ― ― ― ― ― ― 29
Ｃ高校 18 ― 1 ― 3 4 1 1 2 30
計 78 1 3 1 3 5 1 1 2 95


















（[ffanudu mmaɾiː] の助詞 nu の部分が -r- に近く聞こえる）。文を項目として加えてみたのは、
文と単語とで音声聞き取りに差はあるのか、また意味理解度は異なるのか等について見るた
めである。




われる前半部分を見ると、半分以上を FARD, PARD が占めている（表 24, 25）。最後の D に当
たる部分は「ド」「ドン」「ドゥ」などで、一定はしていないが元の音源の助詞部分を聞き取っ
た結果と見られる。だとすれば両方のグループ併せて 52 名、全体の 4 割ほどの生徒は前半
部分をおおよそ把握していることになる。この結果から、少なくとも音形上の問題として、
表 21　「握り飯」　対応に困った結果の対処？
マジムン マヨネーズ マイブーム マングフ ワームン ワンヌ
Ａ高校 3 ― 1 1 ― ―
Ｂ高校 21 ― ― ― ― ―
Ｃ高校 1 1 ― ― 1 1
計 25 1 1 1 1 1
表 22　「握り飯」の意味は？
おばけ ゆうれい ごはん 美味しい 私の趣味
Ａ高校 ― 1 ― ― ―
Ｂ高校 11 3 1 1 1



























































PARD PANG PAND PARG PARK PART PAFUN BARD HAND HARB HANZ
A 高校 18 ― ― 2 2 ― 1 ― ― ― ― 23
B 高校 1 ― ― ― ― ― ― ― ― 2 ― 3
C 高校 9 3 5 ― ― 1 ― 1 1 ― 1 21
　　計 28 3 5 2 2 1 1 1 1 2 1 47
表 24　「子供が生まれる」：前半部分が「ファ」で始まるもの
FARD FARN FARNT FAID FAIB FAIT FAIND FANG FARG/K FANZ 計
A 高校 11 1 1 ― 1 ― ― ― 4 1 19
B 高校 9 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 9
C 高校 4 ― ― 2 ― 7 2 1 ― ― 16













3.2 調査 2 の音声聞き取りと意味理解



























地点 久貝 国仲 伊良部
音形 kʰanamazï kanamaɭ kʰanamaɿ
1 カナマズ カナアマル 無回答
2 カナマヅ カナマル タナモエ
3 カナマズ カナマル カナマル
4 カナマズ カナマル カナマル




7 カナマズル カナァマル カナンマ
8 カナマズ カナマル カナモエ
9 カナマツ カナーマル カナモァ
10 カナマズ カナーマル カナム
11 カナマズ カナマズ タナグェ
12 カナンマズイリ カナァマル カナンムゥ
13 カナマズ カナマル カナム
14 カナマズ カナマズ カナマズ
15 カナマツ カナマズ 無回答
16 カナマズ カナマル カナムゥ
17 カナマァズ カナーマル タマム
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がつかないまま終わった可能性が高い。
　これを再び 3 地点の相関関係から観察してみる。久貝―国仲を Z/L で区別した 12 名のう
ち、4 名は伊良部に対して母音を、3 名は「ル」を選んでいるが、残りの 5 名は 1 名がズの
ほかは回答が書かれていない。上述のように狩俣などに較べれば（記録によれば [kanamaɯ 
~ kʰanamaï] とされる。別に aha も併用される）、伊良部の発音は舌が歯茎にかなり近づいて
いるようにも聞こえる。高校生の場合意味がわからないだけに、書き取るにも苦労したもの
と推測される。なお、意味についての回答はわずか 2 名からしか得られず、うち 1 名は国仲
の回答のみ正解で、あとの 2 地点については意味を正しく答えることができなかった。
　表 30 は、「稲光」の全表記である。語末部分に注目すると、久貝では 1 例の「ヅ」を除いて、
すべて「ズ」となっている。それに対して保良ではズを選んだのは 1 名だけで、ルが 11、「ズ・ヅ」















地点 久貝 国仲 伊良部
音形 kʰanamazï kanamaɭ kʰanamaɿ




ヅ 1 ― ―
ツ 2 ― ―
ス ― ― 1
ズル、ズイリ 2 ― ―
ル ― 13 2
ル ― 1 1
エ、ェ ― ― 3
ゥ ― ― 2
ァ ― ― 1
なし ― ― 4
計 17 17 17
表 29　「頭」：３地点間の相関関係
久貝 国仲 伊良部
-Z -L -I 4
12
-Z -L -L 3
-Z -L -Z 1
-Z -L - なし 3
-Z -L 無回答 1
-ZL -L -I 2
2
-ZL -L - なし 1
-Z -Z -Z 1
3-Z -Z 無回答 1
-Z -Z -I 1
（それぞれの表記を大まかに分類してアル
ファベット大文字でタイプとして示す。

























































表 31　「稲光」：語末部分 2 地点相関
久貝 保良





表 32　「稲光」「東」「頭」：久貝の *ri への反応
稲光 東 頭
Z Z Z 10
Z ZN Z 2
Z Z ZL 2
Z Z C 2




表 33 　「肝」：3 地点・17 名の全表記
地点 久貝 国仲 伊良部
回答者 kˢᶻïmu ʦɨmu ʦɿmu
1 クスム ツム セム
2 ツヌ ツム スム
3 プスム ツム スム
4 プスム ツン セム
5 ク
〇
 ズ ツム セム
6 ックニ ツン セム
7 クゥシニ ツゥム スィム
8 ティニ ツムゥ シィム
9 クスリ ツェム セム
10 クスヌッ ツム セム
11 クスヌ ツム シム
12 クンミ ッム スィム
13 クスムッ ツム ツィム
14 ツニ ツム セム
15 クム ツム シム
16 クスミ ツム セヌ
17 クム ツム セム
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の中心であったためである。そこで、これら 4 語の表記をまとめてみた（表 39）。久貝の強
い摩擦噪音は「ス」や「ツ」などに反映されていると思われるが、「霧」「月」ではとくにそ





地点 久貝 国仲 伊良部 　計
a KS C S 7
b KS C C 1
c K C S 3
d C C S 2
e PS C S 2
f CK C S 1































地点 久貝 保良 計
a KS KS 7
b KS Ki 1
c KS KiS 1
d PS KS 4
e PS KZ 2
f PS KF 1



















名、「ピ、プ」等を選んだものが 8 名、「ト」が 1 名と選択が分か
れ、しかも後半部分についても「ト、トゥ」併せて 10 名のほかに、
「テ、タ」などもあって一定していない。ちなみに、この後半部
分の表記を見ると、久貝については 17 人中 12 名、表記がばらけ
た伊良部でも 8 名が小さい「ウ」を最後に付しており、円唇母音
表 39　久貝の *ki をどう表記したか（17 名の全表記）
語頭 語末
肝 霧 月 息
1 クス クス クス クズ
2 ツ クス クス ツ
3 プス プス クス ップゥ
4 プス プス クスゥ フ
5 ク
〇
 プス スゥ ク
6 ック プス クス プク
7 クゥ クス クス ク
8 ティ クゥス クスゥ クゥ
9 クス クス クス ク
10 クス クス クスゥ クゥ
11 クス クス ― ク
12 ク クスゥ クスゥ ユク
13 クス クス クスォ クズ
14 ツ クス クス ク
15 ク クス クスゥ ツゥ
16 クス プス ツス プゥ










































肝 霧 月 息
あり 13 17 16 6






























表 43 のようになる。4 地点のすべてに
ついて摩擦噪音に対応したと思われる




























表 43　久貝の *hi をどう表記したか（17 名の全表記）
語頭 語中
人 昼間 老人 稲光
音形 pstu psïma uipstu mːnapskaz
1 プストゥ プスマ ウミプトゥス ンナプカズ
2 ピツ プスマ ウイピトゥ ンーナツカズ
3 ピストゥ プスマ ウリピスト ンナプスカズ
4 プストゥ プスマ ウィッピストゥ ンーナプスカズ
5 ピストゥ プスマ ウイプストゥ ンーナプゥカズ
6 プスト プスマ ウィプスト ンーナプスカズ
7 プストゥ プスマ ウミプストゥ ンナプスカズ
8 ピストゥ ピスィマ ウィピストゥ ンナピカズ
9 プストゥ プスマ ウィプスト ンナプツカズ
10 ピストゥ プスマ ウィピストゥ ンーナスプカァズ
11 ピトゥ プスマ ウミピトュ ンーナプツカァズ
12 プストゥ プスマ ゥィピストゥ ンーナプゥカズ
13 プスト プスマ ウミプスト ンーナプスカズ
14 プストゥ プスマ ウイプゥト ウンナツカズ
15 ピトゥ プスゥマ ウイピトゥ ンナピカヅ
16 ピゥス プスマ ウグィクス ンナプクスカズ
17 ツゥトッ ピスマ ウウィップスト ンナッピカズ
表 42　「人」：語頭の対比
人 ピス プス ピツ ツ 無回答
久貝 5 8 1 1 0
伊良部 2 4 1 6 2
表 44　久貝の *hi：摩擦噪音に対応した部分の有無
人 昼間 老人 稲光 回答数
a 〇 〇 〇 〇 7
b 〇 〇 〇 × 5
c × 〇 × 〇 2
d 〇 〇 × × 1
e × 〇 〇 × 1
f × 〇 × × 1
表 45　「みんな」（17 名の全表記）
地点 久貝 伊良部 宮国
みんな みんな みんなで
音形 mːna mːna m̩ˀnaɕi
1 ウムンナ ンナ プンーナシ
2 ンーナ ンナ ピーンナシ
3 ンッナ ンナ ピッナシ
4 ンーナ ンナ インナシィ
5 ンーナ ンーナ ンーナシ
6 ンーナ ンナ ンーナシ
7 ンーナ ンナ ピンナシ
8 ンーナ ンナ ンナシ
9 ンーナ ンナ ンナシ
10 ンーナッ ンナァ ンーナシ
11 ンーナ ンナ ンーナシイ
12 ンーナッ ンナァ ンーナシュ
13 ンーナ ンナ ンーナシ
14 ンーナ ンナ ンーナシ
15 ンーナ ンナ ンーナシ
16 ンナァ ンナ インナシ






　本報告では以上、*ri, *ki, *hi に対応すると思われる音声を含むもの、及び成節的 m につい
ての結果を紹介した。語の聞き取りはこのほか有声音 g- に中舌母音が続く場合や、*i に対応







































表 47「サトウキビ」　3 地点 17 名の全表記
久貝 保良 伊良部
音形 buːɡᶻï bʊːɡᶻɿ ~ bʊːʣɿ buːʣɿ
1 ウーズ プーグ ブーズ
2 ウージ ブーク ブーズ
3 ウォーイズン ドゥーク プーッグ
4 ウージン ドゥーグ ブーブゥ
5 ウーズ ウークヌ ヴーズゥ
6 ウィズン ドプーク プーグズ
7 ウーイズ ドゥーグ ブゥーグ
8 ヴーズ ドゥーグゥッ プゥーズ
9 ウーィズ ドゥーク ブーグズ
10 ボーイズ ブウーク ブゥグズ
11 ウーイズ ドゥーグ ブーク
〇
 
12 ウゥズ プーンクゥ プーングズゥ
13 ウーズ ブーグズ ブーグズ
14 ウーズ ドゥーグ ブーズ
15 ― ドゥムク ドゥーワ
16 ウグイズゥ ドゥーグ ウーズ
17 ウゥーズ ブーグ ブーグズ
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音形 koːkoːɕeija ɕeif̩kuːdu kˢɿː 意味は？ 「着る」部分
1 コーコセイーヤ　セイフクヲド　プスー 高校生は　制服を　着けている プスー
2 コウコウセイヤ　セイフクヲトオ　ツー 高校生は　制服を　着ている ツー
3 コウコウセイヤ　セイフクトゥ　プスー ― プスー
4 コウコウセイヤ　セイフクオトゥ　クスゥー ― クスゥー
5 コウコウセイヤ　セイフクヲドゥ　キヌゥ 高校生は　制服を　着ている キヌゥー
6 コーコーセイヤ　シェイフクゥナ　ツー 高校生は　制服を　着れ ツー
7 コーコーセイ　ヤ　セーフクヲトゥー　ツヅ 高校生は　制服を　着ける ツヅ
8 コーコーセイヤー　セイフクヲトゥー　ツユー 高校生は　制服を　着る ツユー
9 コーコーセーヤ　セイフクードゥプスー ― プスー
10 ― ― ―
11 コウコウセイヤー セイフクヲドゥー、クス－ 高校生は　制服を　着る－ クスー
12 ホゥホゥセィヤァー　シェイフクゥトゥ　クスゥー 高校生は　制服を　きる クスゥー
13 コウコウセイヤ　セイフクヲドゥ　クスー ― クスｓー
14 コウコウセイヤ　セイフクヲトゥ　ピスゥー 高校生が　制服を　着る ピスゥー
15 コウコウセイヤセイフクヲトクスー 高校生は　制服を　着る クスー
16 コーコーセイヤー　セイフク　トゥオ　スー ― スー
17 コーコーセイヤセイフクトゥプスウ ― プスウ
表 49　「茶はさっき飲んだ」（砂川）（保良）17 名の全表記
音形 ʧaːja nnamadu numtaᶻɨ 意味は？ 「飲んだ」部分
1 チャーヤ　ンナマズヌンタン ― ヌンタン
2 チャーヤ、ンナマド　ノンター あの人は今まで飲んでた ノンター
3 チャーヤ　ナマズヌンタル ― ヌンタル
4 チャーヤンナマドゥ　ヌンタ ― ヌンタ
5 チャーヤ　イツフトゥ　アスピタァ＊ ― アスピタァ＊
6 キャーヤ　ナマデ　ヌンタル 茶がなまでぬるいよ ヌンタル
7 チャーヤ　ンナマドゥ　ヌンタウ ― ヌンタウ
8 チャー　ヤンナンマドゥ　ヌンタウ お茶を今まで飲んでいた ヌンタウ
9 チャーヤ　ンナマドゥ　ヌントゥン ― ヌントゥン
10 ― あんたなんか今まで酒飲んでたな？ ―
11 チャーヤ、ンナマドゥ ヌンタゥ 今 ヌンタゥ
12 チャーァアヤ　ナマド　ヌゥンタゥン ― ヌゥンタゥン
13 チャーヤ　ンナマドゥ　ヌンタヴ お茶を　今まで　のんでいた ヌンタヴ
14 チャーヤ　ンナマドゥー　ヌーター 茶を今まで飲んでた ヌーター
15 チャーヤンナマドゥヌンタ お茶は今まで飲んでいた ヌンタ
16 チャーヤ　ナマズ　ヌンタン ― ヌンタン
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表 50　祖父母との同居について（2011 年 11 月調査より、計 130 名、父方 / 母方は区別せず）
高校 同居していない 近くに住んでいる 同居している 過去に同居していた 無回答など
A（宮古）高校 71.43% 1.79% 16.07% 3.57% 7.14%
B（伊良部）高校 46.67% 3.33% 46.67% 3.33% 0.00%
平均 59.05% 2.56% 31.37% 3.45% 4.65%
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図 3　「 心臓」 図 4　「霧」
図 2　「 頭」
  摩擦噪音あり 　KANAMAZ
  摩擦噪音なし 　KANAMAI
  成節的子音 　KANAMAL
  別語形






  摩擦噪音あり 　KSI:
  摩擦噪音なし 　KIRI
  破擦音 　CI:

























図 5　「 息」 図 6　「 昼間」
図 7　「 サトウキビ」 図 8　「海」
  摩擦噪音あり 　IKSI
  摩擦噪音なし 　IKI
  破擦音 　ICI
  データなし 
  摩擦噪音あり 　PSIMA
  摩擦噪音なし 　PI:MA
  成節的子音 　PILMA
  HI:MA
  データなし
　IM
　IN
5km
5km
　摩擦噪音あり 　BU:GZI
　摩擦噪音なし 　BU:GI
　破擦音 　BU:DZI
5km
5km
保良
来間
国仲
伊良部
久貝
狩俣
大浦
池間
砂川
島尻
上地
与那覇
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